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現代の社会では、データとその分析能力が非常に重要です。私は皆さん一人ひとりが自分の可能性を最大限

に引き出し、データサイエンスと数学の力を武器に未来を切り開いていくことを心から支援します。異なる文化背

景から来た私としては、多様な視点から学び合い、成長していくことを特に大切に思っています。言語や文化の

違いを超えて、皆さんとともに学び、探究していけることを楽しみにしています。

研究内容・社会業績等

近年では自動車によって生じる大気汚染や交通渋滞などの問題が深刻化しており、持続可能な交通手段の確

保が課題となっている。持続可能な交通手段としては、自転車や公共交通機関などが挙げられる。これらの交

通手段の利用が促進されることで、大気汚染や交通渋滞の解決につながるとともに、個人の健康増進にもつな

がることが期待されている。こうしたことを踏まえ、自転車や公共交通機関などの持続可能な交通に関する研究

を行ってきた。
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